
１．目的

 　平成２９年度すべての機種で透視度３０度以上の割合は９２．２％に対しＨＹ型は７８．５％であり、

 平成２４、２５年度に空気逃がしバルブ取付事例を報告しましたが、まだ低い状況にある。

　 平成３０年度は追跡データから、空気逃がしバルブ取付後の効果を検証する。

※ １０人槽以下

２．ＨＹ型 空気逃がしバルブ取付割合と効果

 （1）取付割合　平成２９年度データ

 （２）効果　透視度３０度以上の改善率

 ① 空気逃がしバルブは、透視度が低い施設に取付けられている。

 ② 空気逃がしバルブ取付有の改善率は１１．３％で効果が高い。

 ③ 効果は見られるが、依然として透視度３０度以上の割合は７８．６％と低いことから、

　　 改めて維持管理のポイントについて報告します。
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 事例65 HＹ型　空気逃がしバルブ取付効果と維持管理のポイント (追跡事例）

平成２９年度 １１条検査基数
３０度以上 ３０度未満 みず再生

基数 割合 基数 割合 認定率

7.8% 85.2% すべての機種 63,892 58,918 92.2% 4,974

 取付 有 676

 ＨＹ型 2,489 1,954

基数 割合

27.2%

 取付 無 1,813

 合計 2,489 ―
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 事例65 HＹ型　空気逃がしバルブ取付効果と維持管理のポイント (追跡事例）

 （１） 槽内写真

 ※撮影のため消毒筒は取り外しています

 （２） 調整方法

 
 ５～２０％に調整する  Bへ１００％に調整する

バルブ取付箇所

 １） １次処理２室の槽内水位  ２） ばっ気汚泥貯留槽の撹拌停止

 分配調整バルブ開度  流調・散気分配バルブ

 Ｍ.Ｗ.Ｌ.以上を保持し  嫌気処理を高め、汚泥の

 槽内水位を下げ過ぎない  微細化を防ぐ

 ３） 循環水の停止  ４） 撹拌水流を弱くする

  ② ばっ気を停止して汚泥を沈降させる

 循環バルブ開度  空気逃がしバルブ開度

 ０％に調整する  ５０％を目安に撹拌水流

 を弱くする
 １次処理２室の機能を

 向上させる

 ５） ２次処理の状況と汚泥管理　　　　　 手順

  ① 逆洗は堆積汚泥が少ない場合も１０分以上実施する

  ※ 平成２５年度ＨＹ型水質改善フロー参照

  ③ 汚泥移送の実施

　   ・ 堆積汚泥が少ない場合も実施する

  ④ 汚泥は接触材が見えるくらいまで移送する

 　  ・ 堆積汚泥が多い場合は繰返し実施する

 　  ・ １次処理１室の水位が上昇し、オーバーフロー管

　　　  から流出するＳＳが多くなる場合は移送を停止する

流入 放流

２１

３ ４



 事例65 HＹ型　空気逃がしバルブ取付効果と維持管理のポイント (追跡事例）

【改善事例 １】

写真①青丸

　 写真①

３ｃｍ以上 ３ｃｍ未満

写真⑦⑧

写真⑤

２４ｃｍ以上 ２４ｃｍ未満

写真①赤丸

写真④

写真⑨

写真⑩

写真⑩

【改善事例 ２】 写真④⑩ 写真⑫⑥

平成２５年度　ＨＹ型　水質改善フロー
平成２４年度　１１条検査結果
すべての検査基数 ５３，７１３基
３０度以上の基数 ４８，７７３基

放流水透視度 １８度

３０度以上の割合 ９０．８％
　基本設定　　　　　　　　　流入水量（Ｑ） ＨＹ型の検査基数 ２，５６８基
　移送水量（流量調整）　　５Ｑ（４～６Ｑ） ＨＹ型３０度以上の基数 １，８３４基
　循環水量　　　　　　　　　 ２Ｑ（１～３Ｑ） ＨＹ型３０度以上の割合 ７１．４％

放流水透視度　３０度未満 ＨＹ型３０度未満　７３４基の平均

（１）　移送水量（流量調整）を停止 １次処理流出水透視度 １０度
　　し高水位運転に切り替える。 １次処理１室　スカム厚 ３ｃｍ

１次処理１室　堆積汚泥厚 ２４ｃｍ
１次処理１室　スカム厚の確認。

ＨＹ型　すべての平均
放流水透視度 ４２度

（４）　循環水量の調整。

１次処理流出水透視度 １９度
（２）　移送水量（流量調整）再調整。
※バルブ開度１０～２０％の範囲で調整。
※１次処理の水位を下げすぎないよう
　注意して容量を確保する。

1次処理1室　　堆積汚泥厚の確認。　

（２）　移送水量（流量調整）再調整。 （３）　２室　ばっ気汚泥貯留槽
※バルブ開度　５～１０％の範囲で調整。 ※撹拌を停止する。

個別対応

※循環水を停止する。

（１）～（４）の調整により、２次処理にエアーが多く送られ撹拌水流が強くなる。
             そのため、撹拌水流を弱める必要あり。

（５）　逆洗バルブを開き撹拌水流を弱める（担体は緩やかに流動させる）。

（６）　２次処理に蓄積した汚泥を逆洗後、手動で移送を行う （１０分以上）。

（７）　透視度が改善するまで定期的に汚泥移送を行う （循環水は稼動しない）。

（８）　未改善　さらに撹拌水流の調整が必要。
改善　透視度３０度以上　　※空気逃がしバルブ取り付け調整を行う。

　　　初期設定時、バルブ開度の目安　５０％

未改善　透視度３０度未満



 事例65 HＹ型　空気逃がしバルブ取付効果と維持管理のポイント (追跡事例）

【改善事例　１】　水質改善フロー　

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

【改善事例　２】　空気逃がしバルブ取り付け

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

改善前、１次処理１室 改善前、堆積汚泥厚４７ｃｍ 改善後、流量調整用 改善後、M.W.L以上を保持

平成２５年度　ＨＹ型　水質改善フロー（状況写真）

改善前、スカムが少ない。 改善前、汚泥が多い。 改善前、撹拌水流が強い。 改善前、循環水透視度１６度

堆積汚泥厚１８ｃｍ 沈殿槽　透視度１７度 調整バルブ開度１０％ １３ｃｍより下がらない。

逆洗運転（バルブ１/２開） 手動で汚泥移送実施。 １次流出水透視度観察。 改善後、透視度６４度

改善前、スカムが少ない。 改善前、生物膜が少ない。 改善前、汚泥多く透視度２３度

改善後、１室にスカム増える。 改善後、生物膜が生成する。 改善後、透視度５２度

空気逃がしバルブ
スライムによる閉塞防止 調整バルブ開度１０％ M.W.L以上を保持する。
にゲート上げる。 １４ｃｍより下がらない。


